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男鹿市退職校長会会報               

  
結
成 

周
年
を
迎
え
、
半
世
紀

と
い
う
歴
史
の
重
み
を 

名
の
会

員
の
皆
様
と
共
に
分
か
ち
合
え
る

こ
と
を
心
よ
り
喜
ば
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
本
会
の
結
成
と
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
輩
諸

氏
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

本
会
は
昭
和 

年
（
１
９
７

４
年
）
、
県
退
職
校
長
会
が
個
人

加
入
か
ら
郡
市
単
位
の
連
合
体
へ

と
組
織
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
契
機

に
発
足
し
、
初
代
会
長
に
は
故
渡

部
英
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
当

初
の
会
員
数
は
不
明
も
、
翌
年
に

は
会
費
納
入
者
が 

名
だ
っ
た
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
し
ば
ら
く

の
間
、
玄
友
会
と
共
に
事
業
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和 

年
に

は
単
独
で
総
会
を
開
催
し
、
会
則

も
整
備
し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

以
来
、
「
身
の
丈
に
合
っ
た
活

動
」
を
基
本
理
念
と
し
、
会
員
同

士
や
現
職
校
長
先
生
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
小
規
模

な
組
織
な
ら
で
は
の
特
性
を
生
か

し
た
懇
親
会
や
研
修
会
、
厚
生
活

動
等
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

 
発
足
当
時
の
旧
若
美
町
を
含
む

男
鹿
市
内
学
校
数
は
小
学
校 

校
、

中
学
校 
校
、
児
童
生
徒
数
は
７

８
０
０
名
以
上
、
教
職
員
数
は
約

５
０
０
名
を
数
え
ま
し
た
。
事
務

職
員
や
養
護
教
諭
の
未
配
置
校
も

あ
り
、
時
代
の
変
遷
を
感
じ
さ
せ

ま
す
が
、
ど
の
学
校
も
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
と
活
気
で
満
ち
溢
れ
て

い
ま
し
た
。 

多
く
の
会
員
が
中
堅
教
員
や
青

年
教
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
ま
た

は
教
員
を
目
指
し
勉
励
さ
れ
て
い

た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
方
で
、
第
二
次
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
期
と
は
言
え
、
半
島
北
部
で

は
過
疎
化
・
少
子
化
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
少
子
化
に

よ
る
学
校
統
合
が
昭
和 

年
代
半

ば
に
始
ま
り
、
平
成
に
入
る
と
さ

ら
に
少
子
化
が
進
行
し
た
こ
と
で
、

学
校
統
合
の
動
き
は
一
層
加
速
し
、

現
在
も
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
度

の
小
中
学
校
数
は
８
校
、
児
童
生

徒
数
も
約
１
０
０
０
名
に
ま
で
減

少
し
て
い
ま
す
。 

時
代
の
変
化
は
、
し
ば
し
ば
学

校
に
予
期
せ
ぬ
試
練
を
も
た
ら
し

て
き
ま
し
た
。
問
題
行
動
の
頻
発
、

い
じ
め･

不
登
校
、
多
様
な
価
値

観
の
台
頭
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
な
ど
が
そ
の
一
例
で
す
。

そ
の
都
度
、
歴
代
の
校
長
先
生
方

は
決
し
て
め
げ
ず
、
保
護
者
や
地

域
、
教
育
委
員
会
と
連
携
を
図
り
、

不
易
と
流
行
を
見
極
め
な
が
ら
、

「
学
校
の
日
常
」
確
保
に
尽
力
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、

教
職
を
退
い
た
と
は
言
え
、
引
き

続
き
、
学
校
の
応
援
団
と
し
て
微

力
な
が
ら
お
役
に
立
て
ら
れ
れ
ば

光
栄
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。 

今
後
、
学
校
統
合
や
定
年
延
長
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
に
よ

り
、
新
入
会
員
や
事
業
参
加
者
の

減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

皆
様
の
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
会
運
営
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
親
睦
を
深
め
、
共

に
学
び
合
い
、
健
康
を
気
遣
い
合

い
な
が
ら
、
生
き
が
い
を
彩
る
魅

力
あ
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
一

層
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
進
取
の
気
性
で
多
く

の
今
日
的
教
育
課
題
解
決
に
邁
進

さ
れ
て
お
ら
れ
る
現
職
の
皆
様
に

心
か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。 
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結成  周年に寄せて 

男鹿市教育委員会     

教育長 鈴 木 雅 彦 

 

 

 

 

男鹿市退職校長会結成 周年，誠におめでとう

ございます。半世紀にわたる歴史を紡いでこられ

た諸先輩方のご尽力に対し深甚なる敬意を表しま

すとともに，心よりお祝い申し上げます。 

また，昭和 年４月の結成当初から，本市の学

校教育，社会教育の推進，振興のためにご支援を

賜り，深く感謝いたします。 

さて，少子高齢化の加速度的な進行や先端科学

技術の急速な高度化などにより社会が大きく変化

する中，学校教育もＩＣＴを基盤とした「令和の

日本型学校教育」の構築等，かつてない大きな転

換点にあります。こうした社会の変化や新たな教

育の潮流を踏まえ，本市の全小・中学校では，「学

力の向上」「コミュニティ・スクールを核とした

学校と地域との連携による学校づくりと地域づく

り」「男鹿に特化したキャリア教育の推進」の３

つを重点に据えて取組を展開しています。この取

組を進めることにより，将来にわたってふるさと

男鹿を思い，様々な面で男鹿を支えていく人材の

育成につながっていくことを期待しています。 

本会におかれましても，男鹿市の未来を担う子

供たちが心豊かにたくましく成長できるよう，一

層のお力添えをいただければ幸いであります。 

結びに，男鹿市退職校長会が，次の 周年， 周

年，そして，その先も歴史を積み重

ねながら更なる発展を遂げられま

すことをご祈念申し上げ，お祝い

の言葉といたします。 

 

 

 

 

この度，男鹿市退職校長会におかれましては，

めでたく結成 周年を迎えられましたこと，誠に

おめでとうございます。心よりお祝いを申し上げ

ます。 

秋田県退職校長会が結成される２年前の昭和

42年に，男鹿市退職校長会の前身である「玄友会」

が発足したとのことですが，これは男鹿の大先輩

の校長先生方がいかに先見の明を持ち合わせてお

られたかを物語っています。 

現職時代から素晴らしい教育実践を重ねられ，

校長として各校において力強いリーダーシップを

発揮された皆様が，半世紀にわたり教育指導・学

校経営の核心を脈々と引き継いで来られたという

ことであり，その重さに心より敬意を表します。 

男鹿地区の大きな魅力は，豊かな自然と伝統文

化の観光資源にあると思います。私事で恐縮です

が，かつて門前の漁師旅館「親栄館」で毎年のよ

うに「宿泊研修」が行われ，大先輩の先生方から

教育論を伺ったものでした。男鹿のⅯ先生や現会

長の伊藤章先生，Ｓ先生などに案内され，秋田の

Ｈ先生，由利本荘のＳ先生などに交じって私も参

加させていただきました。夕食のお膳に溢れんば

かりに盛られた海の幸と「鯛の骨酒」はまさに絶

品で，舌鼓を打ちながら頂いたことを懐かしく思

い出します。 

男鹿市退職校長会のさらなるご発展と貴会会

員の皆様の益々のご健勝をお祈り申し上げ，結成 

周年に当たってのお祝いの言葉といたします。 

大先輩の先見の明 
   秋田県退職校長会      

会長 伊 藤 栄 二 
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結成  周年に寄せて 

 

 

 

 

本会が結成されてから， 年経過しました。私

は 年前に入会しましたが，当時は私を担任して

下さった恩師や，職場の上司として指導して下さ

った方が会を運営されており，かなり緊張して総

会に参加した記憶があります。知識の豊かな先輩

が多く，総会後の懇親会で多くのことを学ばせて

いただきました。猫の額ほどの畑づくりしている

私に，「土作り」「インゲンの種まき時期」「ジ

ャガイモの芽かき」などを具体的に教えて下さい

ました。今でもその通りに作業しています。 

会員になって３年目から事務局の一員として，

本会にかかわってきました。当時は，「総会の開

催」「叙勲祝賀会の開催」「物故会員への弔意」

が主な事業でしたが，数年後から総会後に「研修

の時間」を新たに加えました。これは「地域で活

躍されておられる方々から学ぶ」ことを目的とし

たものですが，このことを通して私は地域に対す

る認識が一層深まったように思います。 

さらに、「グランドゴルフ大会」も行事化され

る様になり，会員の親睦に大きく寄与することに

もなりました。このように活動が充実してきてい

ますが，今一番気がかりなことは会員数の減少で

す。私が会員になった頃は 名程おりましたが，

今は約 名となりました。この後，学校数の減少

に伴い，会員数もまた減少することが予想されま

す。この難題に真剣に取り

組まなければならない時

期にきていると思います。 

 

 

 

 

男鹿市退職校長会結成 周年，誠におめでとう

ございます。本会誌への寄稿にあたり，男鹿市校

長会のあゆみと現状に触れさせていただきます。 

男鹿市校長会の会則は昭和 年４月１日に施

行され，この会則に基づく男鹿市校長会は今年度

で結成 年を数えます。昭和 年当時，男鹿･若美

両地区での学校数は小学校 校，中学校 校。令

和６年度の小学校は６校，中学校は２校。来年度

は北陽小，払戸小の閉校に伴い，小学校は４校と

なり，男鹿市校長会の会員数は６名となります。 

勤務校である船越小の改修工事にあたり校長

室の書棚を整理した際，校長会誌「潮ざい」をみ

つけました。その巻末には第１号が昭和 年に発

刊されたこと，「潮ざい」の由来について記載さ

れ，そこには，～前略「その中に男鹿市教育の姿

を見，みち潮のたぎりたつようにみんなで共通の

目標を求め，人間が共に肌と肌とをぶっつけ合い，

共に悩み励ましあうところにこそ男鹿市教育の将

来が展望される」とあります。当時の校長先生方

の熱い思いが伝わってきます。 

男鹿市校長会は平成 年４月，潟上南秋校長会

と統合し，男鹿潟上南秋校長会として今日に至っ

ています。男鹿市校長会は，男鹿潟上南秋校長会

の一員として活動するとともに，男鹿市教育委員

会と緊密に連携しながら，男鹿市教育の発展のた

め，これからも時代に即した役割を果たしてまい

ります。男鹿市退職校長会の皆様の変わらぬご支

援をよろしくお願いいたします。 

男鹿市校長会    

会長 加 賀 谷 正 人 

男鹿市退職校長会    

顧問 佐 藤 磯 男 
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男鹿市退職校長会会報               

結成  周年に思う 

男
鹿
市
退
職
校
長
会
結
成 

周
年
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
昭
和 
年
３
月
、
北
浦
中
学
校
を

最
後
に
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
以

来 

年
間
、
本
会
の
会
員
と
し
て
お
世
話

に
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

退
職
当
時
、
本
会
の
会
長
は
石
川
正
雄

先
生
で
し
た
。
石
川
先
生
は
同
地
区
の
先

輩
で
い
ろ
い
ろ
と
薫
陶
を
受
け
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
振
興
の
為
と
し
て
、
様
々
な

活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
感
謝
し
て
い

ま
す
。
本
会
と
玄
友
会
で
は
、
特
に
研
修

会
や
懇
親
会
を
通
し
て
退
職
後
の
生
き

甲
斐
や
人
生
の
糧
を
頂
き
ま
し
た
。 

退
職
後
に
生
き
甲
斐
と
な
っ
た
活
動

に
老
人
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
退
職
し
て

早
速
入
会
し
て
、
諸
活
動
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
枢
は
事

務
局
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時
は
事
務
局
の

な
り
手
が
な
く
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
ク
ラ
ブ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い

で
、
事
務
局
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た

の
で
し
た
。
事
務
局
と
し
て
先
ず
行
っ
た

の
は
、
会
運
営
の
計
画
・
予
算
・
決
算
等

の
立
案
で
し
た
。
今
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
総

会
の
執
行
や
会
活
動
報
告
・
庶
務
会
計
の

事
務
が
困
難
だ
と
し
て
、
各
地
で
解
散
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
人
口

が
増
加
し
て
い
る
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
減

少
す
る
こ
と
は
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

退
職
公
務
員
や
特
に
退
職
し
た
校
長
先

生
た
ち
の
指
導
・
協
力
が
要
請
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。 

長
年
に
渡
り
関
わ
っ
た
行
事
と
し
て

「
寒
風
山
ま
つ
り
」
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
主
催
者
は
「
男
鹿
琴
湖

会
」
で
あ
り
ま
し
た
。
男
鹿
琴
湖
会
は
、

男
鹿
地
区
の
市
町
村
の
首
長
ほ
か
、
役
職

員
、
議
会
議
員
、
地
域
役
員
、
各
校
校
長

で
構
成
す
る
会
と
な
り
、
私
は
そ
の
事
務

局
を
長
く
務
め
ま
し
た
。
例
年
秋
分
の
日

に
開
催
の
寒
風
山
ま
つ
り
で
は
、
神
事
に

続
き
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
イ
ベ
ン
ト
も
歌

謡
シ
ョ
ー
や
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
、
カ
ラ

オ
ケ
大
会
や
小
中
学
生
の
芸
能
発
表
、
剣

道
大
会
や
模
型
飛
行
機
大
会
な
ど
盛
況

を
極
め
た
も
の
で
し
た
。
男
鹿
琴
湖
会
の

解
散
に
伴
い
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
寒

風
山
ま
つ
り
で
す
が
、
そ
の
復
活
を
夢
見

て
い
る
の
は
私
一
人
だ
け
で
し
ょ
う
か
。 

な
お
、
男
鹿
琴
湖
会
の
夏
期
大
学
開
講 

 

周
年
記
念
と
し
て
、
昭
和
５
年
に
世
界

三
景
の
絶
景
と
称
賛
さ
れ
る
寒
風
山
頂

上
に
建
立
さ
れ
た
の
が
「
誓
の
御
柱
」
で

す
。
誓
の
御
柱
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
終
戦
後
に
進
駐
軍
が
寒
風
山
に
登
頂

し
た
際
の
こ
と
、
軍
隊
長
が
誓
の
御
柱
に

刻
ま
れ
た
条
文
「
広
く
会
議
を
興
し
万
機

公
論
に
決
す
べ
し
」
を
み
て
「
こ
れ
は
民

主
主
義
の
原
点
で
あ
る
」
と
認
め
た
こ
と

で
、
破
壊
撤
去
を
免
れ
保
存
さ
れ
た
と
い

う
も
の
で
す
。 

戦
後
日
本
の
教
育
界
は
、
日
教
組
と
文

部
省
の
対
立
等
も
あ
っ
て
混
乱
し
ま
し

た
。
そ
の
状
況
の
中
、
中
立
を
標
榜
し
て

設
立
さ
れ
た
の
が
教
育
協
会
で
し
た
。
そ

の
活
動
が
本
県
で
も
示
さ
れ
、
入
会
を
奨

め
ら
れ
た
私
は
そ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て

入
会
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
長
期

休
業
中
の
学
習
指
導
、
教
育
相
談
、
ふ
る

さ
と
巡
り
、
統
合
廃
校
一
覧
表
作
成
な
ど

の
事
業
を
実
施
し
、
多
方
面
か
ら
感
謝
と

期
待
を
頂
き
ま
し
た
。 

本
会
の
活
動
は
、
戦
後
の
社
会
問
題
と

共
に
教
育
復
興
に
係
る
諸
問
題
が
山
積

し
た
中
、
各
方
面
の
要
請
に
応
じ
て
貢
献

し
て
い
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
幸
い
に
し
て
健
康
に
恵

ま
れ
、
諸
活
動
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
は
、
諸
兄
の
お
陰
と
衷
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
、
本
会
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ

て
筆
を
擱
く
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。 

総
会
が
４
月 

日(

金)

に
ハ

ー
ト
ピ
ア
で
開
か
れ
、
出
席
者
は

来
賓
・
会
員
を
含
め
て 

名
で
あ

っ
た
。
議
事
で
は
令
和
５
年
度
決

算
・
令
和
６
年
予
算
・
役
員
改
選

等
の
協
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
提

案
通
り
承
認
を
得
た
。
ま
た
、
懇

親
会
は
道
の
駅
「
オ
ガ
ー
レ
」
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、 

名
が
参
加
し

て
開
か
れ
た
。 
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男鹿市退職校長会会報               ５ 
 

男鹿市退職校長会のあゆみ 
昭42.11 玄友会結成 初代会長 石井興太郎氏 

昭44.10 秋田県退職校長会結成総会 

昭49.04 男鹿市退職校長会結成 初代会長 渡部英氏 

昭55.   玄友会研修会 近谷篤馬氏講話 

昭56.10 玄友会研修会 市長 吉田金忠氏講話 

昭57.10 玄友会研修会 現職校長 嵯峨啓孝氏発表 

昭58.04 市退職校長会２代会長 石川正雄氏  

昭58.10 玄友会研修会 現職校長 加藤鐵也氏講話 

昭58.10 県退職校長会秋季研修大会 佐藤博氏発表 

昭59.10 県退職校長会 周年記念式典 

昭61.10 玄友会研修会 市長 菅原慶吉氏講話 

昭62.06 市退職校長会 初めて総会開催 

昭63.10 玄友会研修会 現職 澤田石美津男氏発表 

平01.10 県退職校長会 周年記念式典 

平02.06 市退職校長会３代会長 渡辺徹氏 

平02.10 県退職校長会秋季研修大会 嵯峨啓孝氏発表   

平06.10 玄友会研修会 明石祐二氏(男鹿南中)発表 

平06.10 県退職校長会秋季研修大会 戸田賢衛氏発表   

平07.10 玄友会研修会 安藤松治郎氏(鹿山小)発表 

平08.05 市退職校長会４代会長 嵯峨啓孝氏 

平08.10 玄友会研修会 泉津太郎氏(船越小)発表 

平09.10 玄友会研修会 及川清氏(脇本第二小)発表 

平10.10 玄友会研修会 高野裕之氏(男鹿東中)発表 

平10.10 県退職校長会秋季研修大会 石垣禮之輔氏発表   

平11.10 玄友会研修会 内田哲雄氏(男鹿北中)発表 

平11.10 県退職校長会 周年記念式典 

平12.10 玄友会研修会 安田幸子氏(船川南小)発表 

平13.10 玄友会研修会 小笠原守子氏(椿小)発表 

平14.10 玄友会研修会 三浦正光氏(男鹿南中)発表 

平14.12 近藤貢太郎氏 勲四等瑞寶章(教育功労)受賞祝賀会 

平15.03 市退職校長会会報「恩荷」第１号発行 

平15.07 江畑巳代治氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞 

平15.10 玄友会研修会 高田和男氏(五里合中)発表 

平15.10 県退職校長会秋季研修大会 小坂孝彦氏発表   

平16.10 玄友会研修会 三浦豊彦氏(北陽小)発表 

平17.06 片岡菊二氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平17.10 玄友会研修会 新田清志氏(男鹿東中)発表    

平17.12 佐藤誠儲氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平18.05 市退職校長会５代会長 小玉啓太郎氏 

         市退職校長会研修会 西村隆氏(脇二小)発表    

平19.07 小坂孝彦氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平19.10 玄友会研修会 浅井繁樹氏(払戸中)発表 

平20.10 玄友会研修会 石田聰氏(五里合小)発表 

平21.10 玄友会研修会 齋藤周氏(潟西中)発表 

平21.10 県退職校長会結成 周年記念式典 

平22.07 明石祐二氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平22.10 玄友会研修会 泉津太郎氏発表 

平22.10 県退職校長会秋季研修大会 佐藤磯男氏発表  

平23.10 玄友会研修会 工藤絹子氏(野石小)発表  

平24.04 市退職校長会研修会 講師 市教育長 杉本俊比古氏   

平24.07 小玉啓太郎氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平24.10 玄友会研修会 佐藤磯男氏発表 

平25.04 市退職校長会研修会 講師 学教課長 鈴木雅彦氏 

平25.06 第１回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 武内庸氏 

平25.10 玄友会研修会 進藤吉彦氏(男鹿北中)発表 

平26.04 市退職校長会６代会長 佐藤磯男氏 

市退職校長会研修会   

講師 秋田魁新報社男鹿支局長 安藤伸一氏 

平26.06 第２回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 内田哲雄氏 

平26.10 玄友会研修会 伊藤章氏発表  

平27.05 市退職校長会研修会   

講師 天野芳太郎顕彰会世話人代表 高桑繁氏 

平27.06 第３回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 原田孝明氏 

平27.10 玄友会研修会 沢木裕氏(潟西中)発表   

平27.10 県退職校長会秋季研修大会 伊藤章氏発表   

平28.05 市退職校長会総会 会費5,000円に値上げ 

研修会 講師 県国際美術家協会長 鎌田俊夫氏   

平28.06 第４回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 三浦豊彦氏 

平28.10 第 回玄友会記念講演会  

講師 里暮らし体験塾 福留純枝氏  

平29.05 市退職校長会研修会   

講師 珈音合同会社代表 佐藤毅氏 

平29.06 第５回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 浅井繁樹氏 

平29.10 玄友会研修会 浅井繁樹氏発表   

平30.05 市退職校長会研修会   

講師 市観光文化部観光課 五十嵐祐介氏 

平30.07 第６回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 三浦豊彦氏 

平30.07 小松一夫氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞祝賀会 

平30.10 玄友会研修会 木村守人氏(男鹿東中)発表   

令01.05 市退職校長会研修会 講師 市教育長 栗森貢氏 

令01.06 第７回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 浅井繁樹氏 

令01.10 玄友会研修会 近藤貢太郎氏発表 

令01.10 県退職校長会結成 周年記念式典 

令02.06 市退職校長会７代会長 伊藤章氏 

市退職校長会研修会   

講師 市菅江真澄研究会事務局長 泉明氏 

令02.07 第８回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 三浦豊彦氏 

令03.05 市退職校長会研修会   

講師 市食生活改善推進協議会長 三浦愛子氏  

令03.06 第９回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 伊藤章氏 

令04.   市退職校長会総会 書面決議 

令04.04 角崎義正氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞  

令04.06 第 回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 佐藤弘氏 

令05.04 市退職校長会研修会   

講師 ㈱おが代表取締役 鈴木剛氏 

令05.06 第 回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 伊藤章氏 

令05.10 玄友会研修会 佐藤和久氏(船一小)発表   

令05.10 県退職校長会秋季研修大会 浅井繁樹氏発表  

令06.04 市退職校長会結成 周年記念研修会  

講師 大潟村干拓博物館 館長 船木信一氏 

「男鹿市退職校長会のあゆみ」発刊 

令06.06 第 回グラウンド・ゴルフ大会 優勝 浅井繁樹氏 

令06.10 玄友会研修会 八柳知徳氏発表 

令06.11 天野実氏 瑞宝双光章(教育功労)受賞 
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男鹿市退職校長会会報               

◆ 
男
鹿
の
海
で
の
生
き
物
の
変
化 

男
鹿
の
海
は
対
馬
海
流
が
流
れ
て
き

て
い
る
た
め
比
較
的
暖
か
い
海
で
あ
る
。

し
か
し
、
温
暖
化
の
影
響
で
、
最
近
で

は
こ
れ
ま
で
い
な
か
っ
た
魚
も
釣
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
高
級
魚
の
ア
マ

ダ
イ
や
キ
ダ
イ
、 

㎏
ク
ラ
ス
の
ブ
リ
、

昔
は
珍
し
か
っ
た
カ
ン
パ
チ
や
ヒ
ラ
マ

サ
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、 

㎏
未
満
は

捕
獲
で
き
な
い
と
す
る
漁
獲
規
制
に
よ

り
、
大
き
く
成
長
し
た
ホ
ン
マ
グ
ロ
も
、

今
で
は
船
で
５
分
位
の
椿
沖
で
も
釣
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
エ
ソ
や
ケ
ン
サ
キ

イ
カ
・
タ
チ
ウ
オ
も
獲
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
貝
紫
の
パ
ー
プ
ル
腺
を
持

つ
ア
カ
ニ
シ
も
、
船
川
付
近
で
網
に
入

っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
南
方

の
魚
で
あ
る
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
も
釣
れ
る

な
ど
、
男
鹿
の
海
で
は
激
し
い
変
化
が

み
ら
れ
る
。 

一
方
、
逆
に
減
っ
て
い
る
の
は
冷
た

い
水
の
中
に
住
む
サ
ケ
科
の
魚
で
、
特

に
シ
ロ
ザ
ケ
は
全
国
的
に
減
っ
て
き
て

い
る
。
ハ
タ
ハ
タ
の
漁
獲
減
少
は
男
鹿

に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
。
ハ
タ
ハ

タ
は
沿
岸
の
藻
場
を
産
卵
場
所
と
し
て

い
る
魚
で
あ
る
。
し
か
し
、
沿
岸
の
水

温
が 

度
以
下
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

本
来
の
産
卵
場
所
に
産
卵
で
き
な
い
状

況
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
産
卵

体
勢
の
ハ
タ
ハ
タ
は
沖
合
で
産
卵
し
て

し
ま
う
。
産
ん
だ
卵
は
藻
が
な
い
沖
合

で
海
流
に
流
さ
れ
、
そ
の
う
ち
に
他
の

生
き
物
た
ち
に
食
べ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

結
果
的
に
ハ
タ
ハ
タ
の
数
が
減
少
し
て

い
る
の
で
あ
る
。 

◆ 

大
潟
の
生
き
物
の
変
化 

大
潟
村
は
野
鳥
の
楽
園
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
多
く
の
鳥
が
飛
来
す
る
。
ハ
ク
ガ

ン
も
そ
の
仲
間
で
あ
る
が
、
一
時
的
に

は
日
本
に
飛
来
し
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
、
明
治
以
降
の
乱
獲
が
原
因
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
個
体
数
を
増
や
す

試
み
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
今
で
は
日
本

に
渡
っ
て
く
る
ハ
ク
ガ
ン
は
２
千
羽
位

ま
で
増
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
殆

ど
は
大
潟
村
で
越
冬
し
て
い
る
。 

大
潟
村
は
新
し
い
土
地
で
陸
上
の
生

き
物
の
変
化
が
と
て
も
激
し
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
朝
も
生
態
系
公
園
の
す
ぐ

近
く
で
ク
マ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ク

マ
は
餌
の
ブ
ナ
の
実
等
が
極
端
な
不
作

の
た
め
、
餌
を
求
め

て
き
て
里
に
下
り
て

き
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。
温
暖
化
と
関

連
し
て
確
認
さ
れ
始

め
て
い
る
の
が
二
ホ
ン
ジ
カ
で
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
オ

ス
だ
け
で
は
あ
る
が
、
今
後
繁
殖
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
農
作
物
に
大
き
な

被
害
が
心
配
さ
れ
る
。
ま
た
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
も
普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
果
樹
な
ど
へ
の
打
撃
が

心
配
さ
れ
る
ほ
か
、
人
家
に
住
み
着
く

の
で
家
の
中
が
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
ま
だ
公
表
は
さ
れ
て
い
な
い

が
ア
ラ
イ
グ
マ
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ク
ビ
シ
ン
以
上
に
凶
暴
で
害
を
も
た

ら
す
動
物
で
あ
る
。 

絶
滅
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の

が
見
つ
か
っ
た
例
も
あ
る
。
そ
れ
は
八

郎
潟
固
有
の
タ
ナ
ゴ
で
あ
る
。
現
在
、

大
潟
村
で
は
用
水
路
や
放
水
路
を
大
改

修
す
る
国
営
事
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
干
拓
前
の
生
き
物
が
生
息
し

て
い
る
可
能
性
が
ま
だ
残
る
大
潟
村
で

あ
る
。
今
後
も
そ
れ
ら
の
生
き
物
を
守

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く

思
っ
て
い
る
。 

◆ 
風
力
発
電
所
の
生
き
物
へ
の
影
響 

男
鹿
で
は
現
在
、
風
力
発
電
所
の
建

設
計
画
が
北
部
陸
上
と
洋
上
に
あ
る
。

し
か
し
、
建
設
に
よ
る
生
き
物
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
未
だ
し
っ
か
り
と
し

た
調
査
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

以
前
、
秋
田
港
で
稼
働
中
の
洋
上
風

力
発
電
所
近
く
で
調
査
し
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
耳
を
塞
ぎ
た
く
な
る
よ

う
な
大
き
な
音
が
出
て
い
て
、
そ
の
音

は
水
中
に
も
か
な
り
の
大
き
さ
で
伝
わ

っ
て
い
た
。
魚
群
探
知
機
で
調
べ
る
と
、

普
通
に
泳
い
で
い
た
魚
の
群
れ
が
、
大

き
な
音
が
で
る
と
急
に
底
に
移
動
し
て
、

じ
っ
と
し
て
動
か
な
く
現
象
が
見
ら
れ

た
。
そ
れ
は
魚
が
イ
ル
カ
に
怯
え
て
と

る
行
動
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
音
は
秋
田

港
か
ら
５
㎞
程
離
れ
た
出
戸
浜
の
水
中

で
も
は
っ
き
り
確
認
で
き
た
。 

海
の
中
に
新
し
い
施
設
が
で
き
る
と
、

藻
が
生
え
て
魚
が
集
ま
る
漁
礁
効
果
が

あ
る
。
確
か
に
洋
上
風
力
発
電
所
の
基

礎
部
分
で
も
周
囲
５
ｍ
位
は
魚
だ
ら
け

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
洋
上
風
力
発
電

所
で
は
一
定
の
範
囲
に
立
入
規
制
が
設

け
ら
れ
、
漁
師
も
近
づ
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
洋
上
風
力

発
電
所
が
で
き
た
場
合
、
発
電
所
付
近

に
魚
が
集
ま
る
こ
と
で
、
現
在
の
沿
岸

漁
場
の
漁
獲
減
少
が
心
配
さ
れ
る
。 

今
後
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

シ
フ
ト
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
生

き
物
等
へ
の
影
響
調
査
を
せ
ず
に
建
設

を
急
ぐ
こ
と
に
は
危
惧
感
が
あ
る
。 

大
潟
村
干
拓
博
物
館 

館
長 

 

船 

木 

信 

一

10 

30 

13 
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新会員から 

学
校
現
場
を
離
れ
、
数
年
間
手

付
か
ず
の
ま
ま
だ
っ
た
実
家
に

係
る
こ
と
に
取
り
か
か
り
、
数
ヶ

月
に
な
り
ま
す
。
実
家
仕
舞
い
を

は
じ
め
、
複
数
の
事
柄
が
同
時
進

行
中
で
す
。
お
陰
様
で
と
言
う
べ

き
か
、
現
役
時
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
は

緩
く
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
同
時
進
行
の
過
程
で
は
、

私
た
ち
依
頼
主
の
要
望
と
疑
問

に
的
確
に
応
え
て
く
だ
さ
る
幾

種
も
の
「
○
○
士
」
や
昔
か
ら
お

付
き
合
い
の
あ
る
寺
社
、
市
民
生

活
に
関
わ
る
行
政
の
窓
口
、
民
間

の
事
業
所
な
ど
、
改
め
て
社
会
を

支
え
て
い
る
方
々
・
機
関
の
あ
り

が
た
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
私

た
ち
の
困
り
感
を
察
し
て
か
、
先

手
で
解
決
に
向
け
た
複
数
の
選

択
肢
を
提
示
し
て
い
た
だ
い
た

時
に
は
、
胸
を
撫
で
下
ろ
し
、
頭

が
下
が
る
ば
か
り
で
す
。 

 

学
校
現
場
で
は
、
子
ど
も
・
保

護
者
へ
の
支
援
の
場
面
で
「
寄
り

添
う
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
し
、

自
ら
も
発
し
て
き
ま
し
た
。
「
寄

り
添
う
」
に
は
、
相
手
の
心
情
や

言
動
の
意
味
・
生
ま
れ
た
背
景
な

ど
を
よ
く
理
解
し
、
時
に
は
思
い

を
馳
せ
て
想
像
す
る
こ
と
を
ス

タ
ー
ト
と
し
、
共
に
歩
む
こ
と
が

大
切
と
先
輩
に
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
多
く

の
方
々
か
ら
の
「
寄
り
添
う
」
を

受
け
な
が
ら
自
身
の
現
役
時
を

振
り
返
る
と
、
そ
の
不
確
か
ら
し

さ
の
数
々
に
恥
ず
か
し
く
な
る

ば
か
り
で
す
。 

 

＊
新
し
く
会
員
と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
男
鹿
市
退
職
校

長
会
は
、
結
成
か
ら 

年
に
な
り

ま
す
。
諸
先
輩
方
か
ら
ご
助
言
を

い
た
だ
き
、
親
し
く
活
動
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

◆ 

男
鹿
市
船
川
港 

 

三
浦 

正
光 

 

還
暦
を
祝
う
同
級
会
に
招
か
れ
た
。

人
生
の
３
分
の
２
に
到
達
し
た
生
徒
た

ち
の
成
長
が
楽
し
み
だ
っ
た
。 

こ
れ
か
ら
の
仕
事
・
家
族
・
趣
味
・

介
護
等
へ
の
期
待
や
不
安
も
あ
っ
た
が
、

思
っ
た
以
上
に
明
る
く
前
向
き
な
老
後

へ
の
抱
負
に
安
心
し
た
。 

会
の
結
び
は
「
若
者
に
負
け
る
な
」

と
い
う
温
和
だ
っ
た
生
徒
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
で
解
散
し
た
。
久
し
ぶ
り
に

元
気
を
も
ら
っ
た
会
合
だ
っ
た
。 

 

◆ 

男
鹿
市
五
里
合 

 

加
藤 

牧
子 

 

 

今
年
の
夏
は
、
熱
中
症
対
策
を
口
実

に
、
涼
し
い
部
屋
で
読
書
に
親
し
み
ま

し
た
。
本
の
世
界
に
浸
っ
て
い
る
と
、

頭
も
心
も
活
性
化
し
て
く
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
そ
の
勢
い
に
乗
っ
て
か
ど
う

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度

フ
ッ
ト
ケ
ア
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
資
格
を

取
得
し
ま
し
た
。
意
外
な
展
開
に
我
な

が
ら
驚
い
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

秋
田
市
飯
島 

 
 

木
村 

守
人 

 
今
年
度
は
城
東
中
学
校
で 

時
間
の

非
常
勤
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
主
に
中

１
と
中
２
の
数
学
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

週
４
日
間
勤
務
で 

時
間
の
数
学
に
教

材
研
究
が
４
時
間
で
す
の
で
、
ほ
ぼ
毎

日
空
き
時
間
も
な
く
授
業
に
専
念
し
て

い
る
状
況
で
す
。
職
員
室
に
は
戻
る
余

裕
も
な
く
教
室
か
ら
教
室
へ
と
渡
り
歩

い
て
い
ま
す
。
秋
に
は
初
孫
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
励
み
に
、
１
年
間
何
と
か
無

事
に
責
任
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

◆ 

男
鹿
市
船
川
港 

 

佐
藤 

和
久 

 

数
ヶ
月
前
に
学
生
時
代
の
サ
ー
ク
ル

の
同
級
仲
間
が
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

繋
が
り
、
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。
思
い
出
話
か
ら
仕
事
、
健
康
、

実
家
仕
舞
い
、
推
し
活
な
ど
話
題
も

様
々
で
す
。鳥
海
山
の
画
像
を
送
る
と
、

山
形
か
ら
は
「
こ
ち
ら
で
は
鳥
海
山
が

見
え
る
と
２
日
後
に
雨
が
降
る
と
言
う

よ
」
と
の
返
信
あ
り
。
空
も
先
人
の
言

い
伝
え
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

男
鹿
市
脇
本 

 
 

天
野 

昌
子 

     

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で 

佐 

藤 

和 

久 

会員の交流広場 

50 

20 
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会員の交流広場 

◆ 

五
城
目
町 

 
 
 

八
柳 

知
徳 

八
月 

念
入
り
に
歯
磨
き
す
る
朝
盂
蘭
盆
会 

花
満
つ
る
蓮
池
眺
め
同
期
会 

空
蝉
の
軽
ろ
き
学
ぶ
生
き
る
様 

今
日
も
ま
た
天
の
炎
帝
容
赦
な
く 

新
盆
の
仏
壇
清
め
風
招
く 

九
月 

「
八
郎
」
の
も
の
が
た
り
聴
く
秋
日
和 

た
も
網
に
ヌ
カ
エ
ビ
躍
る
潟
の
秋 

秋
空
に
と
け
入
る
歌
声
文
化
祭 

ち
ろ
ろ
鳴
く
今
日
も
日
差
し
は
強
か
ろ

に 竜
胆
を
一
束
供
へ
朝
の
経 

 

◆ 

男
鹿
市
船
川
港 

 

今
津
谷 

勉 

 

東
日
本
大
震
災
の
痕
跡
と
復
興 

 

東
北
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
研
修
会
が

７
月 

日
〜 

日
、
石
巻
市
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
行
政
に
よ
る
整
備
計

画
の
も
と
海
浜
は
公
園
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
っ
て
い
た
が
、
遺
構
と
し
て
小
学

校
が
当
時
の
ま
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
た
。

陸
前
高
田
の
奇
跡
の
一
本
松
を
目
前
に

し
て
、
改
め
て
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
痛

感
し
た
次
第
で
あ
る
。 

 

南
三
陸
町
に
足
を
延
ば
し
た
が
、
仮

設
市
場
が
大
勢
の
人
で
賑
わ
い
活
気
を

呈
し
て
い
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。 

◆ 

五
城
目
町 

 
 
 

一
関 

隆
則 

 

高
校
の
修
学
旅
行
以
来 

年
ぶ
り
の

再
会
、
奈
良
の
大
仏
。
結
構
よ
く
撮
れ

た
か
な
と
自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。 

         

◆ 

潟
上
市
天
王 

 
 

小
野 

久
子 

 
少
々
億
劫
だ
っ
た
け
ど
久
し
ぶ
り
の

結
婚
式
に
出
席
。
千
葉
に
住
む
姪
の
長

女
で
、
外
国
で
脳
科
学
の
勉
強
を
し
続

け
た
あ
の
子
。
「
博
章
お
じ
さ
ん
と
は

お
友
達―

」
と
何
で
も
話
し
て
い
た
ら

し
い
。
３
月
カ
ナ
ダ
の
方
と
結
婚
。 

 

こ
の
度
、
地
元
の
ホ
テ
ル
で
純
日
本

風
の
式
を
し
た
い
と
の
こ
と
か
ら
白
無

垢
姿
・
美
し
い
着
物
。
〝
主
人
が
い
た

ら
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
〟
と

涙
し
な
が
ら
別
社
会
に
い
る
私
だ
っ
た
。

親
戚
や
カ
ナ
ダ
か
ら
の
人
な
ど 

名
ほ

ど
の
参
加
の
中
で「
二
刀
流
」の
会
話
、

英
語
学
習
は
好
き
だ
っ
た
け
れ
ど
会
話

も
で
き
ず
。
し
か
し
、
両
親
は
堂
々
と

し
た
英
語
力
（
姪
は
英
語
科
卒…

さ
す

が
）
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
た
。 

 

こ
の
先
の
世
の
中
の
こ
と
を
い
ろ
い

ろ
考
え
て
い
た
。
「
ま
あ
、
人
生
終
り

に
近
い
私
は
英
語
ど
こ
ろ
か
、
秋
田
弁

だ
け
で
〜
。
」 

 

猛
暑
の
今
年
。
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を

も
ら
い
満
足
し
て
帰
路
に
着
い
た
。 

 

―

夏
の
思
い
出
か
ら―

 

 

◆ 

男
鹿
市
船
越 

 
 

伊
藤 

 

章 

コ
ー
ヒ
ー
を
愛
飲
し
て
久
し
い
。 

特
に
、
朝
一
番
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
て

淹
れ
る
一
杯
の
味
は
格
別
だ
。 

豆
は
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
購
入
す
る

「
当
店
人
気
№
１
」
。
安
価
な
ブ
レ
ン

ド
品
だ
が
、
か
つ
て
こ
だ
わ
っ
て
い
た

銘
柄
と
比
べ
て
も
、
香
り
や
味
に
遜
色

は
な
い
。
水
は
滝
の
頭
の
湧
水
が
手
に

入
れ
ば
最
高
だ
。 

起
床
後
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
、  

時
と
３

時
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
と
１
日
３
杯
、
猛

暑
で
も
ホ
ッ
ト
で
飲
む
。 

い
つ
か
、
友
人
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
ハ

ン
タ
ー
川
島
良
彰
氏
が
提
供
す
る
一
杯

１
万
円
の
コ
ー
ヒ
ー
を
堪
能
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。 

ノ
ー
コ
ー
ヒ
ー
、
ノ
ー
ラ
イ
フ
。 

◆ 

潟
上
市
天
王 

 
 

船
木 

和
則 

 

２
０
２
４
年
４
月
、
日
本
郵
船(

株)

と
日
本
海
洋
事
業(

株)

の
協
働
で
、
洋

上
風
力
発
電
の
総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー

「
風
と
海
の
学
校
あ
き
た
」
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。 

 

現
在
、
船
員
や
作
業
員
向
け
に
日
々

講
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
創
生

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

◆ 

秋
田
市 

 
 
 
 

根
本 

温
子 

 

俳
句 

良
夜 

フ
キ
ノ
ト
ウ
五
十
年
前
の
秘
話
を
聞
く 

す
き
と
ほ
る
眼
底
に
海
桜
鯛 

花
嫁
は
金
髪
の
姪
額
の
花 

棚
い
っ
ぱ
い
レ
モ
ン
下
が
り
て
地
中
海 

親
切
を
受
け
し
こ
と
想
ふ
良
夜
か
な 

ソ
プ
ラ
ノ
の
こ
と
さ
ら
澄
み
し
冬
の
月 

 

◆ 

男
鹿
市
払
戸 

 
 

木
元 

正
子 

        

ま
な 

ぞ
こ

12 

13 

45 

50 
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会員の交流広場 

◆ 

男
鹿
市
角
間
崎 

 

角
崎 

義
正 

 

年
を
と
っ
た
な
あ
、
と
思
う
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
妻
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と

も
、最
初
の
一
つ
は
ど
う
に
か
守
る
が
、

二
・
三
番
目
の
こ
と
は
頭
に
残
っ
て
い

な
い
。
自
分
で
忘
れ
て
い
な
が
ら
腹
を

立
て
る
こ
と
も
あ
る
。
ガ
ン
コ
じ
じ
い

で
は
い
け
な
い
。 

 

脚
力
は
ま
だ
い
い
よ
う
だ
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
、
畑

仕
事
で
野
菜
の
成
長
を
楽
し
む
。
心
豊

か
な
老
人
で
、
今
日
一
日
を
楽
し
も
う

と
思
っ
て
い
る
。 

 

◆ 

男
鹿
市
船
越 

 
 

遠
藤 

康
子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

◆ 

男
鹿
市
北
浦 

 
 

三
浦 

豊
彦 

 

旭
水
を
眺
め
て
い
た
ら
山
澄
静
子
さ

ん
の
名
前
が
目
に
止
ま
っ
た
。
男
鹿
の

先
生
と
６
人
で
ニ
セ
コ
ス
キ
ー
場
を
目

指
し
た
方
だ
。 

 

特
に
、
山
澄
・
村
山
廣
樹
・
三
浦
の

３
人
で
ス
キ
ー
を
担
ぎ
、
ニ
セ
コ
山
頂

を
目
指
し
た
こ
と
が
印
象
深
く
思
い
出

さ
れ
る
。
山
頂
付
近
で
振
り
返
り
、
眼

前
に
広
が
る
華
麗
な
光
景
に
息
を
飲
み
、

疲
れ
も
吹
き
飛
ん
だ
。 

 

蝦
夷
富
士
の
名
に
違
わ
ぬ
羊
蹄
山
の

高
く
そ
び
え
る
優
美
さ
は
、 

年
を
経

た
今
で
も
鮮
や
か
に
脳
裡
に
甦
っ
て
く

る
。 

 

◆ 

男
鹿
市
角
間
崎 

 

角
崎 

紘
二 

 

年
齢 

才
、
さ
す
が
に
体
力
・
気
力

に
衰
え
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

高
齢
野
球
に
も
参
加
す
る
こ
と
な
く
、

専
ら
観
戦
・
応
援
す
る
だ
け
で
す
。
と

は
言
い
つ
つ
週
２
日
は
ま
だ
勤
め
て
お

り
ま
す
。
来
年
６
月
の
任
期
ま
で
続
け

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
一
日
の
計
画
を
し
っ
か
り
立

て
、
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て

充
実
し
た
生
活
を
送
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
妻
・
子
・
孫
と
仲
良
く
し
て
平
穏

に
一
日
を
過
ご
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。 

 

◆ 

秋
田
市 

 
 
 
 

畠
山 

勇
市 

健
康
維
持
の
た
め
、
朝
晩
犬
の
散
歩

を
し
た
り
、
ゴ
ル
フ
を
し
た
り
し
て
い

る
。
散
歩
の
時
は
、
ご
み
拾
い
も
つ
い

で
に
し
て
い
る
。
ゴ
ル
フ
で
は
、
５
月

に
な
ん
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達
成
し

た
。
先
日
、
記
念
コ
ン
ぺ
を
実
施
し
、

仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
夜
に
は

美
酒
に
酔
い
し
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
適

度
に
体
を
動
か
し
、
食
事
に
も
気
を
付

け
な
が
ら
、
健
康
維
持
を
図
っ
て
い
き

た
い
。 

 

◆ 

男
鹿
市
船
川
港 

 

小
林 

彬
實 

 

私
も
ま
も
な
く 

歳
に
な
り
ま
す
。 

今
は
主
人
と
共
に
羽
立
の
「
康
楽
荘
」

に
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
元
気
に
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
月
曜
日
は
義
妹
が
私

を
「
男
鹿
の
卓
球
ク
ラ
ブ
」
に
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
半
日
間
、

私
よ
り
若
い
人
達
と
卓
球
を
し
、
汗
を

流
し
て
来
る
の
も
健
康
の
支
え
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

遠
藤
康
子
先
生
を
中
心
と
し
た
絵
手

紙
交
換
、
そ
し
て
今
は
編
み
物
と
毎
日

が
短
過
ぎ
る
感
が
致
し
ま
す
。 

 

◆ 

井
川
町 

 
 
 
 

三
浦 

喜
博 

 

６
月
に
井
川
町
の
町
民
体
育
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

的
な
種
目
が
中
心
の
誰
で
も
参
加
で
き

る
運
動
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、「
真
剣
勝
負
！
本
気
の 

メ

ー
ト
ル
走
」
に
出
場
し
た
私
も 

代
の

町
内
最
速
ラ
ン
ナ
ー
と
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
久
々
の
全
力
疾
走
に
筋

肉
が
つ
い
て
こ
れ
ず
、
そ
の
後
２
週
間

は
ポ
ン
コ
ツ
の
生
活
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
や
は
り
、
日
頃
の
備
え
は
必

要
で
す
ね
。 

 

◆ 

男
鹿
市
船
川
港 

 

佐
藤 

磯
男 

 

ユ
キ
ホ
オ
ジ
ロ(

ツ
メ
ナ
ガ
ホ
オ
ジ
ロ
科) 

ス
ズ
メ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
。
全
体
的

に
白
く
、
清
楚
で
美
し
い
姿
を
し
て
い

ま
す
。
北
極
圏
で
繁
殖
し
、
冬
季
に
北

海
道
と
本
州
北
部
の
日
本
海
側
に
少
数

渡
来
し
ま
す
。
本
県
で
は
入
道
崎
で
秋

の
終
わ
り
か
ら
雪
が
積
も
る
ま
で
に
、

ご
く
少
数
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

写
真
は 

月
上
旬 

に
入
道
崎 

で
撮
影
し 

た
も
の
で 

す
。 
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男鹿市退職校長会会報               

玄友会総会・研修会 

玄
友
会
総
会
が 

月
４
日
、
ハ
ー
ト

ピ
ア
で
来
賓
・
本
会
会
員
（
現
職
校
長

を
含
む
） 
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

た
。
ま
た
、
懇
親
会
は
オ
ガ
ー
レ
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
開
か
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
下
で
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。 

  １ 

八
郎
潟
か
ら
八
郎
湖
へ 

日
本
第
２
の
広
さ
を
誇
っ
た
八
郎
潟

は
、
干
拓
で
約
1/5
の
面
積
の
八
郎
湖
に

な
っ
た
。
ま
た
、
汽
水
で
あ
っ
た
八
郎

潟
は
、
防
潮
水
門
の
建
設
に
よ
り
淡
水

の
八
郎
湖
と
な
り
、
水
環
境
が
大
き
く

変
化
し
た
。
八
郎
潟
は
か
つ
て
水
が
き

れ
い
で
水
草
が
た
く
さ
ん
茂
り
、 

魚
や

シ
ジ
ミ
の
多
い
豊
か
な
湖
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、干
拓
に
よ
り
農
地
が
広
が
り
、

増
加
し
た
農
業
排
水
は
、
殆
ど
が
八
郎

湖
の
中
で
循
環
す
る
状
況
と
な
っ
た
。 

２ 

八
郎
湖
が
抱
え
る
問
題 

昭
和 

年
に
始
ま
っ
た
干
拓
は
、
そ

の 

年
後
の
昭
和 

年
に
完
成
し
た
。

干
拓
途
中
の
昭
和 

年
に
は
大
潟
村
が

開
村
し
て
い
る
。
広
範
囲
な
ア
オ
コ
発

生
は
干
拓
完
了
後
間
も
な
く
確
認
さ
れ

た
。
平
成 

年
頃
に
は
ア
オ
コ
に
よ
る

水
道
水
の
異
臭
問
題
が
発
生
し
た
。 

平
成 

年
、Ｃ
Ｏ
Ｄ(

化
学
的
酸
素
要

求
量)

の
年
平
均
値
が
全
国
湖
沼
ワ
ー

ス
ト
５
位
に
な
る
。そ
こ
で
、平
成 

年

に
県
は
「
八
郎
湖
環
境
対
策
室
」
を
立

ち
上
げ
る
。
同
年
、
八
郎
潟
町
で
ア
オ

コ
が
上
水
道
の
取
水
口
ま
で
遡
上
し
て

断
水
と
な
り
大
騒
ぎ
に
な
る
。そ
し
て
、

Ｃ
Ｏ
Ｄ
年
平
均
値
で
全
国
湖
沼
ワ
ー
ス

ト
３
位
に
な
る
。 

平
成 
年
、指
定
湖
沼
に
指
定
さ
れ
、

県
は
湖
沼
水
質
保
全
計
画
を
策
定
し
て

大
々
的
な
改
善
事
業
を
開
始
す
る
。
水

質
保
全
計
画
は
１
期
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

今
年
で 

年
目
、現
在
３
期
目
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
事
業
で
、
八
郎
湖
に
流

入
す
る
汚
濁
負
荷
量
の
低
減
な
ど
一
部

で
成
果
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
水
質
は

依
然
と
し
て
目
標
値
や
環
境
基
準
を
ク

リ
ア
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

富
栄
養
化
に
よ
り
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
ア
オ
コ
の
異
常
増
殖
が
常
態
化
し
、

そ
の
影
響
も
あ
り
沈
水
植
物
（
モ
グ
）

は
湖
内
で
は
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
。 

３ 

は
ち
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

定
年
退
職
し
た
平
成 

年
、
熱
心
な

勧
誘
を
受
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
ち
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
加
わ
り
活
動
し

て
い
る
。
同
法
人
は
県
の
水
質
保
全
計

画
の
中
で
、
環
境
学
習
等
を
通
じ
て
住

民
等
へ
の
水
質
保
全
意
識
啓
発
を
担
う

団
体
で
あ
り
、
出
前
授
業
や
モ
グ
リ
ウ

ム
の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

モ
グ
リ
ウ
ム
は
絶
滅
し
た
沈
水
植
物

の
埋
土
種
子
を
、
大
潟
村
の
干
拓
前
の

地
層
か
ら
掘
り
出
し
て
復
活
さ
せ
、
栽

培
し
て
い
る
大
き
な
水
槽
で
あ
る
。 

モ
グ
リ
ウ
ム
で
の
水
草
栽
培
で
は
、

ア
オ
コ
を
食
べ
る
ミ
ジ
ン
コ
等
が
増
え
、

次
第
に
生
態
系
が
復
元
し
、
水
生
生
物

の
に
ぎ
わ
い
を
生
む
効
果
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
現
在
は
八
郎
湖
周
辺
の
小
中

学
校
や
高
校
、
大
学
や
公
園
、
企
業
等

15
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

４ 

八
郎
湖
の
未
来 

八
郎
湖
は
今
で
も
多
く
の
生
物
が
生

息
す
る
豊
か
な
場
所
で
あ
る
。し
か
し
、

よ
り
親
し
め
る
八
郎
湖
に
変
え
る
た
め

に
は
、
水
草
を
増
や
し
て
水
環
境
を
改

善
す
る
取
組
と
、
そ
の
取
組
を
次
代
を

担
う
子
ど
も
達
に
確
実
に
継
承
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

取
組
を
次
世
代
に
順
次
繋
げ
る
こ
と
で
、

か
つ
て
の
豊
か
な
八
郎
湖
の
復
元
を
未

来
に
託
し
た
い
と
思
う
。                                                                                                       

                  

 

            

研
修
発
表 

「八
郎
湖
の
未
来
」 

    

「は
ち
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」理
事 

八 

柳 

知 

徳 

氏   

研
修
発
表
要
旨 

 
 

教
育
功
労 

 
   

 

氏 

 
 
 
 
 

令
和
６
年 

月
３
日 

●
佐

藤

松

平 

氏 

（
令
和
５
年 

月
27
日
） 

●
武

田

 

直 

氏 

(

令
和
６
年
１
月
６
日)  

●
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す 

第 

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
６
月 

日(

水)

に
大
潟
村
多

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
た
。
会
員

等 

名
が
参
加
し
て
４
コ
ー
ス 

ホ
ー
ル
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。 

大
会
結
果 

 
(

数
字
は
打
数) 

優
勝 

浅

井

繁

樹 (

75) 

２
位 

伊

藤 

章 (

76) 

３
位 

三

浦

豊

彦 (

79) 

４
位 

田

沼

隆

夫 (

83) 

５
位 

佐

藤

磯

男 (

86) 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞(

数
字
は
回
数) 

伊
藤 

章 

① 

三
浦
豊
彦 

① 

八
柳
知
徳 

①  
 

遠
藤
康
子 

最
高
齢
者
賞   

小
山
善
愛 

10 

26 
32 

20 

52 39 

11 
13 

18 

19 18 

29 

11 

11 

12 

26 

12 

32 


